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「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
注
射
は
済
み
ま
し
た
か
」

日
一
日
と
寒
さ
が
増
し
て
き
ま
し
た
。
美
し

い
紅
葉
も
風
に
乗
っ
て
青
空
高
く
舞
い
な
が
ら

秋
を
運
ん
で
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

冬
の
色
が
濃
く
な
り
、
何
と
な
く
心
細
い
よ

う
な
気
も
し
て
い
ま
す
が
、｢

一
日
一
日
を
大
切

に
し
て
、
元
気
に
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
を
積
み

重
ね
て
、
乗
り
越
え
て
い
こ
う
」
と
み
な
さ
ん

ん
と
お
話
し
し
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
話
題
も
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
ね
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い

て
は
、
み
な
さ
ん
も
不
安
な
気
持
ち
に
な
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
動
物
、
特
に

鳥
類
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
が
人
に
感

染
し
、
人
の
体
内
で
増
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
変
化
し
、
人
か
ら
人
へ
と
効
率
よ
く
感
染

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
ウ
ィ

ル
ス
が
感
染
し
て
起
こ
る
疾
患
が
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
で
す
。

こ
の
ウ
ィ
ル
ス
は
い
つ
出
現
す
る
か
、
誰
に

も
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど

の
人
は
免
疫
を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ

は
容
易
に
人
か
ら
人
へ
と
感
染
し
て
広
が
り
、

急
速
な
世
界
的
大
流
行
を
引
き
起
こ
す
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。「
予
防
」
と
「
治
療
法
」
に
つ

い
て
は
裏
面
を
お
詠
み
下
さ
い
。

☆ 

12
月
の
行
事
予
定

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
12
／
16

地
域
の
方
も
お
招
き
し
て
開
催

い
た
し
ま
す
。
ご
家
族
の
み
な

さ
ま
も
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

一
緒
に
唄
お
う

誕
生
会

な
ど
な
ど

先
日
お
茶
会
が
あ
り
、

本
格
的
な
お
茶
を
じ
っ

く
り
味
わ
い
な
が
ら
い

た
だ
き
ま
し
た
。
和
菓

子
に
は
や
っ
ぱ
り
お
茶

が
一
番
で
す
ね
。

十
一
月
の
活
動
よ
り

朝
晩
冷
え
込

み
ん
が
厳
し
く

な
っ
て
き
ま
し

た
。
泉
ヶ
岳
に

初
冠
雪
も
あ
り
、

冬
到
来
で
す
ね
。

今
月
の
テ
ー

マ
は
大
河
原
の

昔
の
風
景
で
す
。
蔵
王
連
峰
、
お
釜
、
牧
場
な

ど
の
ど
か
な
風
景
で
す
ね
。

紅
葉
を
表
現
し
た
彩
り
の
手

形
は
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
手
形
で
す
。
実
物
の
も

み
じ
や
い
ち
ょ
う
も
き
れ
い

で
す
ね
。
白
石
川
を
新
聞
の

ち
ぎ
り
絵
で
表
現
し
、
大
河

原
の
名
所

一
目
千
本

桜
を
ク
レ
ヨ
ン
で
書
き
貼

り
ま
し
た
。

各事業の担当者がご相談を承ります。　☎0224-52-8555

「ほっとする・あったかい・助け合い・愛」

特定非営利活動法人ほっとあいは、平成 10
年の設立時より「住み慣れた地域で暮らした
い」と願う人々の思いに寄り添いながら活動
を続けてまいりました。
その時々の様々なニーズに対応するために
多様なサービスを展開しています。
みなさまのまわりで、ほっとあいを必要と
される方がいらっしゃいましたら、担当の者
までお声がけ下さい。

自主事業（住民参加型在宅福祉サービス）
・ファミリーサポートホームヘルプサービス
・外出支援・移動サービス
・ほっとあいの家（デイケア・ナイトケア）
・おしゃべりサロンほっとあい（毎週土曜日）

介護保険事業
・居宅介護支援・訪問介護・通所介護

障害者自立支援法
・ホームヘルプサービス

行政委託事業
・軽度生活支援・障害者等移動支援
・障害者等一時預かり

ＮＰＯ法人ほっとあいからのご案内

連載トピックス　vol.７　新型インフルエンザ
インフルエンザんお予防注射は済みましたか？
今月は「新型インフルエンザ」の予防と対応について紹介いたします。

また、致死率は 60% 以上と極めて高く、肺炎が主な死因
になっています。
しかし高病原性インフルエンザウィルスが人から人へと感
染する新型インフルエンザに変異した場合、その症状の程
度は、現在のところ予測が困難です。
Q　新型インフルエンザが発生したらどうしたらよいので
すか。
A　新型インフルエンザが発生した場合は、感染の機会を
減らすために、手洗いを励行する、不要不急の外出や集会
を避けるなどの予防策を実施することが重要となります。
また、発熱・咳・全身痛など、インフルエンザと思われる
症状がある場合、事前連絡なく近くの医療機関を受診する
と、万が一新型インフルエンザであった場合、待合室など
で他の患者さんに感染させてしまう「二次感染」の恐れが
あります。まず保健所などに設置される予定の発熱相談セ
ンターに連絡し、都道府県などが指定する医療機関など
（発熱外来）を受診して下さい。都道府県や、市町村、保健
所から情報が提供されますので、随時チェックするように
して下さい。
Q　新型インフルエンザの治療方法はあるのですか。
A　インフルエンザの治療に使われている抗インフルエン
ザウィルス薬が有効であると考えられています。また、予
防のためのワクチンも備蓄中です。
治療薬、治療方法について、最新の知見が発表され次第、
厚生労働省のホームページや記者会見などで広く情報提供
し、国がとるべきしかるべき対応策について公表してまい
ります。

厚生労働省　感染症に関する情報より

Q　新型インフルエンザの予防はどうしたらよいのですか。
A　通常のインフルエンザは、感染した人の咳、くしゃみ、
つばなどの飛沫とともに放出されたウィルスを吸入するこ
とによって感染します。そのため、外出後の手洗い、マス
クの着用、流行地への渡航、人混みや繁華街への外出を控
えること（不要不急の外出の自粛）が重要です。また、十
分に休養をとり、体力や抵抗力を高め、日ごろからバラン
スよく栄養をとることも大切です。
インフルエンザは容易に人から人に感染するため、他人に
移さないことも重要です。インフルエンザに感染して症状
のある人は、他人に接しなければならない場合には、咳や
くしゃみをする際にティシュで口元を覆うか、マスクを着
用することが重要です（咳エチケット）。
現状では新型インフルエンザは出現していませんが、出現
した場合も通常のインフルエンザと同様にこのような感染
予防対策に努めることが重要です。また、新型インフルエ
ンザが流行して、外出を避けるべき事態となり、物資の流
通が停滞することを想定して、普段から食料品や日用品を
備蓄しておくことが望ましいと考えられます。
新型インフルエンザの患者と密に接する機会があり、感染
している可能性がある方々に対しては、発症前に抗インフ
ルエンザ薬を内服することで、発症の危険性を抑える予防
方法（予防投薬）を実施することも検討されています。
Q　新型インフルエンザに感染した場合、どのような症状
がでるのですか。
A　新型インフルエンザに変異することが懸念されている
高病原性インフルエンザの症状としては、これまで東南ア
ジアなどでの事例では、発熱、咳など、ヒトの一般的なイ
ンフルエンザの症状に加え、下痢を認めた例もありました。


